
 

  

 
  

試験の目的 

杭の押込み試験は、①鉛直支持力の評価に必要な杭頭部

の荷重～沈下関係を求める、②周面摩擦および杭先端の支

持力特性を求める、ことを目的として実施します。 
従来は、新設杭を対象としましたが、最近では既存杭の

再利用に適用される事例が増えています。 
 

試験装置・方法 

杭の押込み試験は、４本の反力杭の引抜き抵抗を利用し

て、中心に配置した試験杭を鉛直下方に静的に押込む試験

です。計画載荷重が小さい場合は、反力杭の代わりに H

型鋼や、ジャッキの上に直接置いた簡易な載荷重が使われ

ることもあります。 

杭頭部の荷重～沈下関係は、ロードセルと杭頭部に取付

けたダイヤルゲージ式変位計により計測します。 

また、試験杭に深度方向に適切な間隔で鉄筋計（ヒズミ

計）を取付けることで、杭周地盤の摩擦ばねを測定するこ

とができます。さらに、杭体内に杭先端に達する沈下計を

設置することで、杭体の弾性変形量と杭先端の地盤ばねを

測定することもできます。 
試験装置の組立および試験の実施は、地盤工学会基準

（JGS 1811-2002）「杭の押込み試験方法」に基づきます。

押込み荷重の載荷は、計画最大荷重を 8～10 分割して１サ

イクルまたは多サイクルの段階載荷方式を取ります。4 サ

イクル 10 段階載荷を行った場合、試験時間は９時間程度

を要します。 
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事前予測解析 

荷重伝達法により、杭頭荷重～杭頭沈下

量、杭体の弾性変形量、杭頭荷重に対する

周面摩擦力と杭先端地盤反力の分担割合を

事前にシュミレーションします。 
地盤各層の杭周面地盤ばねと杭先端地盤

ばねは、Ｎ値、せん断試験結果、ＰＳ検層

結果、過去の載荷試験事例などに基づいて

適切に設定します。 
 

試験結果の整理・解析 

杭頭部の荷重～沈下関係から、鉛直支持力の

判定に利用される「第１限界抵抗力」、「第２限

界抵抗力」を求めます。 
また、杭体のヒズミ計測値に、杭体のヤング

率を掛けることで杭体の軸力分布が求められま

す。軸力分布や杭体のヒズミ量から周面摩擦支

持力と杭先端支持力の負担割合や、周面摩擦ば

ね・杭先端地盤ばねなどの設計パラメータが得

られます。 
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押込み杭の荷重～沈下量曲線
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押込み試験結果  総合図  
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